
医療法人せいざん　青山病院　　　　　　　　　　 令和2年11月号

季節の風景診療案内　　
月曜日～金曜日　午前：９時～１２時　午後：４時～６時　
土曜日　　　　　午前：９時～１２時　午後：休診
休診日：日曜・祝日・年末年始(12月31日～1月3日)・お盆(8月15日)

担当医　　　
月曜日　午前：青山　午後：内科（交代制）  木曜日　午前：大村　午後：宮里
火曜日　午前：宮里　午後：大村　　　　 　 金曜日　午前：宮里　
水曜日　午前：大村　午後：卜部・森本              午後：井料(脳神経内科)　 
　　　　　　　　　　　　　 (腎臓内科)　   土曜日　午前：内科(交代制)
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秋に入り、呉市内に於いても新型コロナウイルス罹
患患者が増加し、小学校や幼稚園などの施設が休校
になるなど、身近に脅威が迫ってきています。
さらに今後冬場にかけて、インフルエンザが流行す
る季節も近づいてきており、発熱者への対応に一層
注意をしなければならない状況下にあります。
そのような状況を鑑み、このたび当院正面玄関に自
動体温測定器を設置いたしました。
この機器は体温が37.3℃以上になっているかどうか
を非接触で測定し、注意や警告を行う体温測定装置
です。
当院入館後は必ず体温を測定し、事務職員及び看護
師にご報告くださいますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　測定方法は機器の
　　　　　　　　　　　　　　　前に記載していま
　　　　　　　　　　　　　　　すが、もしお判り
　　　　　　　　　　　　　　　にならない場合は
　　　　　　　　　　　　　　　ご遠慮なく職員に
　　　　　　　　　　　　　　　お尋ねください。

自動体温測定器を設置しました 新型コロナとインフルエンザ

看護部　福本慎吾

秋も深まり寒さを感じる日も多くなってきまし
たが、例年11月頃から流行し始めるのがインフ
ルエンザです。
今年は新型コロナウイルスの流行もあり、イン
フルエンザとの同時流行が危惧されています。
二つの感染症は症状が似ているため、症状だけ
での診断が難しく、例年通りインフルエンザが
流行してしまうと、外来診療だけでなく入院診
療にも大きな影響を及ぼすのではないかといわ
れています。
そのような状況に対して、私たちは何ができる
でしょうか？
それはやはり「感染予防」につきます。
感染症に対して予防に勝るものはありません。
マスク、手洗い、手指消毒、３密回避、ソーシ
ャルディスタンス、これらのコロナ予防対策が
インフルエンザに対しても非常に効果的です。
また、インフルエンザには予防接種もあります
ので積極的に接種しておくことをお勧めします。
皆様一人一人の意識が、私たちの大切な家族や
友人の命を守ることにつながります。
全国的に飲食店の時短営業の解除や、イベント
開催における制限の緩和などが行われ
ていますが、感染症に感染する可能性
が無くなっているわけではありません。
いま一度意識を高め、新型コロナとイ
ンフルエンザの感染予防に努めていき
ましょう。
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